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Ⅰ．は じ め に

日本の子どもの“からだと心”は，かなりの試練に
見舞われている。このことは，国際社会からも指摘さ
れている。2019年３月，国連子どもの権利委員会（CRC）
から日本政府に示された﹁日本政府第４・５回統合報
告書に関する最終所見﹂のパラグラフ20（a）では，﹁社
会の競争的な性格により子ども時代と発達が害される
ことなく，子どもが子ども時代を享受することを確保
するための措置を取ること﹂が勧告された1）。このよ
うに，﹁子ども時代﹂と﹁発達﹂の保障が勧告されて
いる国は，世界広しといえども日本だけである2）。

ただ，この１年はさらなる試練が子どもたちを襲う
ことになった。いうまでもなく，新型コロナウイルス
感染症（COVID︲19）の世界的流行がそれである。こ
の間，世界中の人々の生活は否応なしに一変させられ
た。日本の子どもたちも例外ではない。2020年２月27
日，全国の小学校，中学校，高等学校，特別支援学校
等の臨時休校が首相から要請された。その日を境に，
子どもたちは突然学校に行けなくなり，大好きな友だ
ちや先生と会えなくなってしまった。年度末の時期と
も重なったことから，気持ちの整理もできないまま，
新年度を迎えなければならない状況にもなってしまっ
た。また，登校が再開されてからも，マスクの着用，
給食での黙食，学校行事の中止や延期，部活動の制限
等々，かつてとはまったく異なる学校生活を余儀なく
されている。このような緊急事態が子どもの“からだ
と心”に及ぼす影響が小さくないことは容易に想像で
きる。

そこで本稿では，第68回日本小児保健協会学術集会
シンポジウム２の報告内容に沿って，CRC から上記

のような勧告が示されるに至った日本の子どもの“か
らだと心”の状況と筆者らが手がけたコロナ休校緊急
調査の結果の一部を紹介する。

Ⅱ．コロナ禍以前から続く試練

１．前頭葉機能に関する調査結果

いうまでもなく，心の身体的基盤は脳（なかでも，
前頭葉）にある。その点，日本には子どもの前頭葉機
能を go/no︲go 課題という手法を用いて観察してきた
実績がある。そしてそこでは，それぞれの子どもの大
脳活動の型を Pavlov 理論に基づいて５つのタイプの
いずれかに判定してきた3）。

それによると，前頭葉機能の育ちが最も幼稚なタイ
プといえる﹁不活発型﹂の男子の出現率は，1969年調
査よりも1998年調査，2007～2008年調査で増加してい
る4）。そもそも，このタイプに判定される子どもたち
は，大脳新皮質の興奮と抑制が十分に備わっていない
ことを推測させる反応を示す。そのため，集中が持続
せず，いつもそわそわしていて落ち着きがないという
特徴を連想させる。かつては，小学校に入学する頃に
なると，そのようなタイプの子どもは少数派であっ
た。ところが，最近では多数派ともいえる。これでは，
1990年代以降話題になっている﹁学級崩壊﹂や﹁小１
プロブレム﹂といった問題が起こってしまうのもうな
ずけるのではないだろうか。

さらに，1969年調査では１人も観察されなかった﹁抑
制型﹂が，1998年調査で観察されはじめ，2007～2008
年調査ではどの学年でも１割程度ずつ観察されること
も注目されている4）。このタイプの子どもたちは，興
奮に比べて抑制が優位であることを推測させる反応を
示す。そのため，﹁真面目で聞き分けがよい子﹂，﹁お
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となしくて何の問題もない子﹂といった特徴を連想さ
せる。一方で，この﹁よい子﹂という印象は，キレて
何らかの事件を起こしてしまった男子に寄せられる印
象と酷似する。また，援助交際などの問題行動にのめ
り込んでしまった女子の中には，﹁家庭や学校で“よ
い子”を演じている子どもが少なくない﹂とも聞く。
そのため，このタイプの子どもたちが見受けられるよ
うになったことの背景には，いわゆる﹁よい子﹂を演
じなければならない子どもの存在を心配させるのであ
る。

２．自律神経機能に関する調査結果

自律神経機能に関する調査結果でも，最近の子ども
たちが危機に直面している様子を確認することができ
る。

日頃われわれは，４℃の冷水に１分間指先を浸した
ときの血圧上昇の程度（昇圧反応）を測定する﹁寒冷
昇圧試験﹂という手法を用いて，子どもの自律神経機
能を観察している。それによると，中国・昆明の子ど
もに比して，日本の子どもの昇圧反応が大きい様子が
確認されている4）。冬場の測定は避けているため季節
の影響はないものの，昆明は標高が高い地域に位置す
ることから気圧や気候等の影響は否定しきれない。そ
のため，慎重に解釈すべき結果であるものの，あまり
に大きな差に少々困惑している。

もとより，外界からの刺激に対する過剰な反応は交
感神経が優位であることを示しており，“臨戦態勢状
態”ともいえる。そのため，疲労にもつながりやすい。
事実，昇圧反応が大きい子どもは，それが小さい子ど
もよりも多くの疲労自覚症状を訴える様子も確認され
ている5）。つまり，日本の子どもたちの自律神経機能
は，疲れをため込みやすい状態にあるといえるのであ
る。

３．睡眠・覚醒機能に関する調査結果

前頭葉機能や自律神経機能に関するこのような調査
結果は，その背景に睡眠・覚醒機能の問題が存在して
いることも予想させる。確かに，世界で一番寝ていな
いのが日本の子どもたちといわれている6）。また，﹁元
気がない子どもが多いのは午前中。とりわけ元気がな
いのは土日明けの月曜日の午前中﹂といった声は，多
くの保育・教育現場から寄せられる実感である。その
ような実感が見当違いでなく，背後に睡眠・覚醒リズ

ムの乱れがあることは，睡眠導入作用を有するメラト
ニンの調査結果がそれを教えてくれている。例えば，
平日と休日明けとにおけるメラトニンの経時的変化を
観察した検討７）では，平日であっても21：30と翌朝６：
30のメラトニン濃度は同程度であり，同じくらいの眠
気を抱えている様子がうかがえる。これだけでも子ど
もたちの“つらい朝”の様子はわかるが，“月曜日の
朝”は一層多くのメラトニンが分泌している。これで
は，月曜日の朝に元気がないのも，授業中にウトウト
してしまうのも，さらには保健室でいびきをかいて眠
り込んでしまうのもうなずけるのではないだろうか。

ただ，このような子どもたちの睡眠問題の背景は，
それほど単純ではない。別の検討では，﹁近隣の社会
的資本﹂→﹁親の生活習慣﹂→﹁子どもの身体活動／
スクリーンタイム﹂→﹁子どもの睡眠問題﹂といった
経路の問題構造も確認されている8）。つまり，子ども
の睡眠問題は，単に子どもだけの問題にとどまらず，
社会全体の問題ともいえるのである。

４．CRC に届けられた市民・NGO 報告書

米国の精神科医Hermanは，著書﹃心的外傷と回復﹄9）

の中で，虐待を受けている子どもの多くが﹁警戒的過
覚醒状態﹂にあり，﹁よい子にしていること﹂を強い
られ，﹁睡眠と覚醒，食事，排泄などの正常な周期の
乱れ﹂を呈することを指摘している。

一方で，日本の子どもの“からだと心”に関する
上記のような調査結果は，いずれも学校に通ってい
る，いわば﹁健康﹂と思われている子どもたちを対
象に実施されたものばかりである。にもかかわらず，
そこに示されている症状は，虐待を受けている子ど
もたちと共通のものばかりといえないだろうか。つ
まり，日本の子どもたちの多くは虐待を受けている
子どもたちと同じ身体症状を呈していると解釈でき
るのである。

当然，虐待には加害者がつきものである。ただ，仮
に虐待を受けていなくても，塾や習いごとで忙しい毎
日を送っている今の子どもたちの生活は，誰の目にも
明らかである。そればかりか，自己責任さえ問われ，
常に競争することを強いられるうえに，将来の希望さ
え抱きにくい状況もある。加えて，教育費の公的支出
が十分とはいえないなか，子どもの相対的貧困率は高
値安定といった状況が続く。これでは，虐待を受けて
いるのと同じ影響が子どもの“からだと心”に及んで
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も不思議ではないように思う。
虐待を発見した者には，それを通報する義務があ

る。私の所属する﹁子どもの権利条約市民・NGO の会﹂
が CRC にこの事実を報告した10）所以である。また，﹁子
ども時代の享受﹂と，そのことによる﹁発達﹂の保障
といった CRC による先の勧告は，このような報告に
基づくものと理解できるのである。

Ⅲ．コロナ禍によるさらなる試練

１．緊急調査の概要

以上のように，日本の子どもの“からだと心”はコ
ロナ禍以前からかなりの試練に見舞われていた。まず
は，この点を押さえておく必要がある。

そのうえで，昨今のコロナ禍が子どもたちをさらに
追い込んでいることは想像に難くない。2020年４月８
日，CRC は COVID︲19パンデミックが子どもに及ぼ
す重大な身体的，感情的，心理的影響を警告し，﹁子
どもの権利﹂を保障するよう各国に要請している11）。
そのため，﹁子どものからだと心・連絡会議﹂と﹁日
本体育大学体育研究所﹂は，web によるコロナ休校
緊急調査を実施するに至った。まずは，子どもたちが
置かれている現実を知る必要があると思ったからであ
る。

その結果，急な呼びかけであったにもかかわらず，
2020年５月実施の休校中調査には，埼玉，東京，神奈川，
静岡の公立小学校，中学校が31校も参加してくれて，
2,423組の小中学生とその保護者の声を集めることが
できた。その後，およそ３�月間に及んだ休校措置が
解かれて，多くの地域で学校が再開されたのは５月下
旬のことであった。分散登校や時差登校から始まり，
次第にいつもの日常を取り戻すのかと思いきや，そう
とも行かずに窮屈な学校生活が強いられるなか，休校
明け調査が行われたのは2020年６～７月のことであっ
た。この調査にも，1,341組の小中学生と保護者が回
答を寄せてくれた。現在は，2021年５～７月実施の１
年後調査の分析にも努めているが，ここでは休校中，
休校明け調査の結果の一部を紹介したい。併せて，今
回の緊急調査では，調査校における2019年度と2020年
度の健康診断データの収集にも努め，その分析も行っ
ている。その一部も紹介したい。

２．子どもの困りごと，保護者の心配ごと

今回の調査では，子どもの困りごと，保護者の心配

ごとを尋ねた。すると，子どもの困りごとも，保護者
の心配ごとも，同一項目で比較できるすべての項目（12
項目）で，休校中に比して休校明けの訴えが減少して
いた。また，休校中調査における子どもの困りごとと，
保護者の心配ごとの上位５項目が，見事に一致する様
子も示された。このような結果は，突然の臨時休校が
子どもを大いに困らせ，保護者を大いに心配させてい
たことを教えてくれている。当然といえば，当然の結
果である。

ところが，上位５項目の順位を丁寧に見比べてみる
と，両者の順位が微妙に異なる様子も示された。具体
的には，子どもの困りごとの第１位が﹁（思うように）
外に出られないこと﹂，第２位が﹁友だちに会えない
こと﹂，第３位が﹁運動不足になってしまうこと﹂，第
４位が﹁感染症が不安なこと﹂，第５位が﹁勉強を教
えてもらえないこと﹂であったのに対して，保護者の
ランキングではその第１位（外に出られないこと）と
第３位（運動不足になってしまうこと），第２位（友
だちに会えないこと）と第５位（勉強を教えてもらえ
ないこと）が入れ替わっていたのである。

このような結果は，おとなの認識とは異なる子ども
から見た学校の存在意義を教えてくれているようにも
思う。

３．ローレル指数，視力

他方，コロナ禍の影響は健康診断の分析結果にも表
れていた。身長と体重から求めたローレル指数の判定
結果では，﹁肥満﹂または﹁肥満傾向﹂に判定された
者の割合が，小学６年生女子を除くすべての学年の男
女で2020年度に高値を示した。また，小学生に限って
は，男女とも６学年中４学年で﹁やせ﹂と判定された
者の割合も高値を示した。

さらに，﹁裸眼視力1.0未満﹂または﹁矯正のみ計測﹂
に判定される者の割合も，９学年中男子８学年，女子
６学年で2020年度に増加していた。それだけでなく，
そもそも A（1.0以上）であった者よりも，B（0.7～0.9）
や C（0.3～0.6）と判定されていた者が低下を示すケー
スが多いこと，視力判定の左右差を有する者が2019年
度よりも2020年度に多い様子もうかがえた。

このような結果は，長期の自粛生活による身体活動
量の低下やオンライン学習も含むスクリーンタイムの
増加が，子どもの体格や視力にマイナスの影響を及ぼ
していることを教えてくれているといえよう。
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Ⅳ．with/post コロナ時代の﹁育ち﹂と﹁学び﹂

１．子どもは群れて育つ

以上のように，日本の子どもの“からだと心”はコ
ロナ禍以前からの試練に加えて，コロナ禍による試練
にもさらされている。

そもそも，子どもは群れて育つものである。換言す
ると，﹁３密（密集，密接，密着）﹂が子どもを育てて
きたともいえる。そのため，with コロナ時代の日常
においては，身体的な﹁密﹂を回避しつつ，子どもの
声に耳を傾けてそれに寄り添い，精神的な﹁密﹂をど
のようにつくり出していくかが問われている。前述し
た CRC の声明には，﹁今回のパンデミックに関する意
思決定プロセスにおいて，子どもの意見が聴かれ，か
つ考慮される機会を提供すること。子どもたちは，現
在起きていることを理解し，かつパンデミックへの対
応の際に行われる決定に参加していると感じることが
できるべきである﹂11）と明記されている。今こそ，運
動会や修学旅行等の学校行事をどうするか，休み時間
や部活動のあり方をどうしたらよいか等々といったこ
とを，子どもたちと一緒に考えてみてはどうだろうか。

２．動いてヒトになり，群れて人間になる

また，ヒトは動物である。動物は，﹁動く物﹂と記
すように，元来動かなければヒトにも，人間にもなれ
ない。このことは，ゴリラ研究の世界的権威である山
極氏が，﹁そもそも人間の身体はまだ狩猟採集生活に
適した身体のままです。女性なら一日に９キロ，男性
なら15キロくらいゆっくり歩行し，繊維質のものを食
べて胃腸を活性化させるようにできています。それな
のに，たいした距離も歩かず，椅子に座ったまま，糖
分が高い炭水化物をたくさん食べている。胃腸が働か
ずに内臓脂肪が溜まるのは当然です﹂12）と記している
ことと通じる。さらに，ヒトは人間でもある。人間は，

﹁人の間﹂と書くように，一人で進化してきたわけで
はない。家族や仲間とともに協力，共存しながら進化
してきた。この点についても，山極氏は﹁ゴリラやチ
ンパンジーの子どもの脳は，４歳ほどでおとなの大き
さに達する。しかし，人間の子どもの脳は12～16歳ま
で成長を続けて，ゴリラの脳の３倍になる。（中略）
おかげで，頭でっかちで手のかかる子どもをたくさん
持つことになったのだ。これが，家族とコミュニティー
の必要になった原因である﹂13）と記している。

このように考えると，私たち人類は﹁生きるため
に動き，子育てのために協力しながら進化してきた﹂
といえる。もっというと，﹁動いてヒトになり，群
れて人間に進化してきた﹂のである。このことは，
Society�5.0時代が到来しても，GIGA スクール時代が
到来しても同じである。むしろ，﹁動くこと﹂，﹁群れ
ること﹂を制限してしまう恐れがあるそのような社会
になればなるほど，そのことを強く意識しておく必要
があるように思う。その点，遊びには﹁動くこと﹂，﹁群
れること﹂が必然的に内包されている。正に，﹁子ど
もは﹃遊び﹄でヒトになり，人間になる﹂のである。
そのように考えると，先の休校中調査において，﹁（思
うように）外に出られないこと﹂（第１位），﹁友だち
に会えないこと﹂（第２位）に困っているという子ど
もの声は，私たちがヒト（動物）であること，人間で
あることを敏感かつ本能的に感じて，私たちに教えて
くれているようにも思う。

Ⅴ．お わ り に

高度経済成長期以降の日本では，多くの国民の生活
が便利で快適なものに変貌した。AI 時代の到来が見
え隠れする近年は，コロナ禍の影響もあって，さらに
その変化が加速している。多くの駅では，階段を昇り
降りする人よりもエレベーターやエスカレーターを待
つ人の方が目立つ。公衆電話を探さずとも，手元には
常にスマホがある。必要な情報を入手したいときも，
多くの辞書や本を開かずとも，PC やスマホがあれば
十分である。そればかりか，自動運転さえ夢の話では
ない。これが現代社会である。つまり，獲物を探して
サバンナを歩き続けた人類の多くは，椅子に座って一
日中スクリーンに向かう生活を余儀なくされている。

無論，そのような生活はおとなだけのものではない。
子どもも同じである。放課後，街を走り回る子どもの
姿や子どもが集う秘密基地は過去の産物になってし
まった。公園に掲げられている禁止事項の立て看板を
よくよく見てみると，ボール遊びはダメ，木登りはダ
メ，時には大声もダメである。これでは，ゲームやス
マホに手を伸ばさざるを得ない事情も見えてくる。お
まけに，子どもであっても常に友だちと競うことが強
いられ，学校や家庭では生活行動の一切を管理され，
失敗すれば自己責任さえ問われる社会である。これで
は，塾や習いごとに忙しい毎日を送らなければならな
い事情も見えてくる。正に，私たちの社会が CRC か
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ら﹁子ども時代の享受﹂といった課題を突きつけられ
る所以である。子どもにしてみれば，育ちにくい環境
を完璧に整えられたなかで，それでも“からだと心”
の育ちを要求されているのである。
﹁ホモ・サピエンス（Homo�sapiens）﹂というラテ

ン語は，﹁賢い人﹂という意味を持つ。今こそ，その
真価が問われている。まずは，子どもの“からだと
心”が求める﹁育ち﹂と﹁学び﹂を考え直すことから
始めてみてはどうだろうか。また，その際，衖に流布
する﹁コロナ前の生活に戻りたい﹂という声とは裏腹
に，こと子どもの“からだと心”ということでは，決
して before コロナに回帰してはいけないとも強く思
うのである。
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